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大学生の首尾一貫感覚（Sence of Coherence）と体力との関係 

福島 洋樹１ 

 

The Relationship between Sense of Coherence and             
Physical Fitness in University Students 

Hiroki FUKUSHIMA 

 

本研究は「非常にストレスフルな経験をしながらも健康に生きる人々が保持する力」とされている首尾一貫感覚（SOC）

が形成される時期にある大学生を対象に，SOC と現在の体力の関連及び SOC の形成に間接的に影響を与える要因を検

討した。その結果，男性について SOC と現在の体力に関連があることが示された。女性については有意な関連はみられ

なかった。SOC に影響を与える要因として，男性は体力及び分かり合える友人の数が関連していることが示された。女

性は友人関係及び大学生活のギャップが関連していることが示された。男性の体力に影響を与える要因は，高校生時に

スポーツが得意だったこと及び部活動に積極的に参加していたことが関連していた。分かり合える友人の数に影響を与

える要因は，本研究では明らかにすることができなかった。女性の大学生活のギャップに影響を与える要因は，運動部

活動に所属することが関連していた。友人関係に影響を与える要因は本研究では明らかにすることができなかった。 

SOC に影響を与える要因が性別により異なったことから，SOC の形成要因も性別により異なる可能性が示唆された。 
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Ⅰ はじめに 

1. SOC とは 

イスラエルの健康社会学者 Aaron Antonovsky に

よって提唱された Sense of Coherence（首尾一貫感

覚：以下 SOC）は，「非常にストレスフルな経験を

しながらも健康に生きる人々が保持する力」とされ

ている。Antonovsky は，強制収容所でのユダヤ人

皆殺しという極度に過酷な経験を若いころにした女

性を対象に，生還した女性の更年期における心身の

健康に及ぼすネガティブな影響を検討した。極限的

なストレスを経験したにも関わらず，女性の 3 割が

心身の健康を保っていたという事実から，SOC と

いった理論を着想した。SOC はいかに健康が回復，

保持，増進されるかという観点から，健康促進への

要因解明を目指した健康生成理論の中核概念とされ

ている。 

SOC は有意味感（meaningfulness），把握可能感

（comprehensibility），処理可能感（manegeability）

の 3 つの要素で構成されている。有意味感は，刺激

がもたらす要求は挑戦であり，心身を投入し関わる

に値するという確信の度合いを表す。つまり，スト

レッサーへの対処のしがいも含め，日々の営みにや

りがいや生きる意味が感じられる感覚とされている。

把握可能感は，自分の内外で生じる環境刺激は秩序

付けられ，予測と説明が可能なものであるという確

信の度合いを表す。つまり，自分の置かれている状

況がある程度予測でき，または理解できる感覚とさ

れている。処理可能感は，直面した刺激がもたらす

要求に対応するための資源はいつでも得られるとい

う確信の度合いを表す。つまり，何とかなる，何と

かやっていけるという感覚とされている。 

 

2. SOC と健康 

近年の看護学生を対象とした研究（高山ら，2002）

（江上，2008）では，高い SOC を持つ人々は，高

いストレス対処能力・健康保持能力があることが明

らかになっている。坂野ら（2005）の大学生を対象

とした研究では，SOC が高いものほど抑うつ状態に

なりにくいという結果が報告されている。これらの

ことから，SOC を高めることは身体，精神の健康を

保持，促進していくために必要なことであるといえる。 １富山大学人間発達科学部人間環境システム学科 
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SOC と身体的疾患の罹患率を検討した研究にお

いても，SOC と健康の関連が示されている。SOC と

循環器系疾患，悪性新生物を死因とする事象の死亡

率を検証した研究（Poppius ら，2003）では，ホワ

イトカラーの職種において，SOC 低群は高群と比較

して死亡のリスクが 2.28 倍であると推定されてい

る。また，同様に SOC と死亡率の関連を検討した研

究（Surtees ら，2003）では，男性の SOC 高群は低

群と比較して悪性新生物での死亡率が 0.66 倍であ

り，女性の SOC 高群は低群と比較して循環器疾患

での死亡率が 0.53 倍であると推定された。さらに，

SOC とうつ病との関連を検討した研究（西連地ら，

2011）では，SOC 高群は低群と比較してうつ病の発

症率が 0.18 倍であると推定している。このように，

成人では SOC と身体的疾患の罹患率や死亡率，そ

して精神的疾患の発症率との因果関係が検証され，

SOC が健康保持力として疾患への抵抗力になるこ

と，健康状態を予測する因子のひとつであることが

示されている。 

 

3. SOC の形成 

Antonovsky によると，SOC の形成・発達は，ス

トレッサーを対処するときに動員するさまざまな資

源である汎抵抗資源が豊富に提供された人生経験を

通して育まれるとしている。こうした良質な人生経

験を提供するのは社会的，歴史的な要因であるとし

ている。すなわち，安定したルールや規範の中での

生活経験，適度なストレス下での成功的な対処経験，

重要な意思決定における参加経験の 3 つの経験が挙

げられ，それぞれ一貫性の経験，負荷のバランスが

とれた経験，結果形成への参加経験と呼ばれている。 

SOC が形成される時期としては，乳幼児期と思春

期が最も重要であるとされている（antonovsky，

1979）。SOC を育む経験としては，乳幼児期の親の

子育て方法，思春期の人間関係，成人期前期の好ま

しい職場環境を仮説として挙げている。成人期まで

の SOC は成人期以降と比べ不安定で可塑性がある

ため（山崎，2008），青年期までに良好な SOC を獲

得することがその後の安定した SOC や健康の保持

をもたらすとされている（戸ヶ里，2008）。一方で，

30 歳くらいまでに安定した SOC はそれ以降には大

きく変動しないと考えられているため（山崎ら，

2001），青年期までに良好な SOC を獲得できなけれ

ばその後の人生において高い SOC を獲得すること

が困難になる可能性がある。また，Antonovsky は

その仮説において，強い SOC を備えた際にはより

多くのストレス対処の成功を経験し，より SOC が

強化され，逆に弱い SOC を備えた際には対処の失

敗により SOC が弱体化する可能性を述べている。

SOC が低いことは身体的疾患の罹患率や死亡率，そ

して精神的疾患の発症率に影響があることから，

SOC が低い人に対して SOC を上昇させるような介

入をしていく必要がある。しかし，SOC の形成，発

達要因を検討した研究は少なく，特に Antonovsky

が SOC 形成に重要な時期であるとした思春期であ

る学校生活の影響を検討した研究が少ない。そのた

め，思春期の学校生活における SOC 形成要因を検

討することは，高い SOC を獲得するような介入を

検討するうえで重要である。 

思春期の SOC 形成の要因を検討した研究は，戸ヶ

里ら（2009）の研究がみられる。戸ヶ里らは SOC を

高く維持する要因は，小学生時の「積極的な部活動」

「いじめられた経験がないこと」，高校生時の「成績」

「スポーツが得意なこと」「芸術面が得意なこと」「友

人関係をうまくやれること」「分かり合える友人が多

いこと」が直接の関連性があるとしている。SOC を

上昇させる要因としては，高校生時の「積極的な部

活動」「友人関係をうまくやれること」「一定数の分

かり合える友人がいること」が関連するとしている。

また，思春期と青年期の間にある大学生を対象とし

た研究は，木村ら（2001）の研究にみられる。木村

らは大学生の SOC を高める要因として，「自己に原

因を帰属させる傾向が強いこと」「広い主観的サポー

トネットワーク」「支援的な家庭環境」「中学校生活

での肯定的な経験」「高校生活での肯定的な経験」が

関連していることを示した。さらに，中学生時期の

経験が高校生時期の経験に引き継がれ，結果的に直

近の経験が現在（大学 1，2 年生時）の SOC により

大きな影響を与えていると考察している。これらの

ことは Antonovsky の提唱する SOC 形成仮説を支

持しており，高い SOC を獲得するには過去から現

在にかけての成功的な経験が，SOC を上昇させるに

は現在の成功的な経験が影響していると考えられる。 

 

4. SOC とソーシャルネットワーク 

ソーシャルネットワークやソーシャルサポートと

SOC の関連を検討した研究では，ソーシャルネット

ワークやサポートネットワークを多く得ていた人ほ
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ど SOC が高いことが報告されている（朴峠，2011）。

木村ら（2001）は，社会関係を結ぶ場や他者との接

触が多いか否かは SOC の高低に影響せず，困った

ときに支えてもらえると感じられる相手を持ってい

ることが SOC を高めると述べている。また，多くの

サポートネットワークを得られる状況にある人が，

SOC 得点が高くなるとしている。戸ヶ里ら（2009）

によると，高い SOC を保持すること，SOC を上昇

させる要因に友人関係がうまくやれること，一定数

の分かり合える友人がいることが関連していること

を報告した。同時に，小学生時にスポーツが得意で

あったことが中学生時における友人関係を介して

SOC の高維持に関連しているとしている。 

 

5. SOC と身体活動 

SOC と身体活動や運動の関連を検討した研究は

数が少なく，未だに明らかにされていない現状があ

る。その中で，SOC と健康関連行動を検討した研究

に SOC と運動習慣の関連を検討した研究がみられ

る。学生を対象とした研究（Kuuppelomaki ら，2003）

では，週に 3 回以上運動をする群で SOC が最も高

く，月に 1 回以下の群で SOC が最も低いという関

連が示されている。同様に，フィンランドの 15 歳～

64 歳を対象とした研究（Suominen ら，2005）にお

いても，運動をする頻度が多い人ほど SOC が高い

としている。また，65～69 歳を対象とした SOC と

運動習慣と健康状態の関連を検討した研究（Resd ら，

2005）では，SOC は運動習慣と強い関連があること

を示し，さらに，SOC は運動と健康状態の関連を媒

介することが明らかになった。このように，SOC と

運動習慣の関連は示されているが，日々の運動の結

果により得られる体力と SOC の関連を検討した研

究はみられない。そのような現状の中で，SOC が形

成される重要な時期である高校生の SOC と運動の

関連を検討した研究が戸ヶ里ら（2009）の研究にみ

られる。戸ヶ里らは高校生の SOC を高く保つ要因

としてスポーツが得意なことを挙げている。また，

SOC を上昇させる要因として高校時における積極

的な部活動・クラブ活動を挙げている。さらに，SOC

と体育への積極的な態度を検討した研究（Sollerhed

ら，2005）では，SOCと体育への態度に相関があり，

SOC の高低は体育運動の持続的な態度に影響し，生

涯にわたり運動習慣を身につけるために重要である

と述べている。以上のことから，スポーツが得意で

あり，積極的に運動をすることが SOC と関連する

ことは明らかにされているが，運動の結果，得られ

る体力と SOC の関連は検討されておらず，SOC の

形成に現在の体力がどのように関連しているか不明

である。そのため，SOC と現在の体力との関連を検

討する必要があると考えられる。 

 

6. 研究の目的 

スポーツが得意な子どもほど学校における友人関

係が良好であるとした報告（津野ら，2006）もみら

れることから，スポーツが得意なことは SOC の形

成に間接的に関連していると考えられる。また，ス

ポーツが得意であることが運動習慣や体力に関連が

あること可能性は十分に考えられる。先行研究によ

り SOC と運動習慣に関連があることは明らかにさ

れていることから，スポーツが得意であることは運

動習慣を介して SOC に影響を与えている可能性が

ある。そこで，スポーツが得意なことは友人関係及

び体力得点を介して SOC に関連があると仮説を立

てた。この仮説を検討することは，未だ明らかにさ

れていない SOC の形成要因を明らかにするととも

に，低い SOC への介入方法を検討する一助となり

得よう。そのため本研究では，SOC が形成される時

期にある大学生を対象とし，SOC と体力の関連を検

討するとともに，スポーツが得意であることが友人

関係及び体力を介して SOC と関連があるとした仮

説を検討することを目的とした。 

Ⅱ 方法 

1. 調査対象と調査時期 

教育系学部に所属する大学 1 年生 182 名を調査対

象とした。アンケートは学部共通科目の授業中に行

い，167 票を回収した。調査時期は 2017 年 5 月で

ある。体力テストは同じ 1 年生を対象とした教養科

目の保健体育実技の授業にて行った。調査時期は

2017 年 4 月～5 月である。アンケートと体力テスト

は学籍番号により紐づけした。回収したアンケート，

体力テスト得点のうち，記入漏れや 2 年生以上のも

のを除外した 145 名（男性 54 名、女性 91 名）を分

析対象とした。分析対象者の性別度数分布および

SOC 得点，体力得点の平均値を表 1 に示した。SOC

得点，体力得点について性別をグループ化変数とし

た t 検定を行ったところ，体力得点において有意な



― 66 ― 

差が認められた（p<.05）。 

 

表 1 性別度数分布および SOC 得点，体力得点の

平均値 

 
 

2. 調査項目 

（1）児童用 SOC スケール 13 項目版 

Antonovsky によって提唱された SOC スケール

をもとに Torsheim らによって作成された児童用

SOCスケール 13項目版（The age-adapted SOC）

を坂野ら（2009）が翻訳した児童用 SOC スケール

13 項目版を使用した。SOC 得点は 13 点～65 点の

値をとり，得点が高いほど SOC が高いことを意味

する。 

（2）体力テスト 

実施項目は，文部科学省が作成した新体力テスト

実施要項（12 歳～19 歳対象）から 8 種目「握力」

「上体起こし」「長座体前屈」「反復横飛び」「持久走

（男子 1500ｍ，女子 1000ｍ）」「50ｍ走」「立ち幅跳

び」「ボール投げ」を行った。得点については，項目

別得点表を用いて各項目の得点を出し、その合計得

点を体力得点とした。体力得点は 8 点～80 点の値を

とり，得点が高いほど体力が高いことを意味する。 

（3）高校時代の経験 

高校生時代の経験と SOC 得点との関連を調べる

ため，木村ら，戸ヶ里らの項目を参考にアンケート

を作成した（資料 1）。 

（4）受験形態と大学生活イメージ 

大学の受験形態や大学での生活イメージと SOC

得点との関連を調べた（資料 2）。 

（5）運動習慣と運動部活動 

運動部やクラブへの所属状況と，運動・スポーツの実施

状況について調査した（資料 3）。 

資料 1 高校時代の経験 

 
 

資料 2 受験形態と大学生活イメージ 

 
 

資料 3 運動習慣と運動部活動 

 

 

3. 分析方法 

SOC 得点と体力得点の関連を検討するため，

peason の相関係数による検討を行った。連続変数

と連続変数の検討については peason の相関係数，

連続変数と 2 値以上のカテゴリ変数及びカテゴリ変

数とカテゴリ変数については spearman の順位相関

係数による分析を行った。その後，複数の相関がみ

られた変数について偏相関分析を行った。偏相関分

析により得られたモデルを検討するため，共分散構

造分析を行った。統計学的処理についての有意水準

は 5％未満（p<.05）とした。なお，分析には IBM 

SPSS Statistics22 及び IBM SPSS Amos を用いた。 

Ⅲ 結果 

1. SOC 得点と体力得点の関連 

「SOC 得点」と「体力得点」の関連を検討するた

め，peason の相関係数による分析を行った（図 1）。

その結果，有意な正の相関がみられた（r=.19 p<.05）。 

性別 度数 SOC得点 体力得点
男性 54 41.69（±5.93） 54.44（±10.22） *
女性 91 43.44（±6.66） 50.20（±10.36）
全体 145 42.79（±6.43） 51.78（±10.48）

**：ｐ＜0.01 *：ｐ＜0.05

① - ② - ③ - ④ - ⑤ - ⑥ - ⑦

中間

① ②

① ②

① ② ③

① ②

① ②

① - ② - ③ - ④ - ⑤

いない 1～3人 4,5人 6～10人 11人以上

A1

A2

A3

上のほう

-

-

あった

得意なほうではなかった

得意なほうではなかった

得意なほうだった

-

A4

A5

なかった

　Q．　あなたが高校生だった頃を振り返り、もっとも当てはまる数字に〇を付けてください。

　成績は学年の中で

　分かり合える友人の数は、

　いじめられたことは、

　友達関係は、

-

うまくやれないほうだった うまくやれるほうだった

　部活動・クラブ活動は、

　作文、絵などの芸術面は、

　スポーツは、

全く活動していなかった 積極的ではなかった 積極的に活動するほうだった

- -

得意なほうだった

A6

A7

下のほう

　本学部（人間発達科学部）への受験を決定した時期は、

① ②

① ②

　教員になるという意志について、

① - ② - ③ - ④

特になりたくない こだわっていない どちらかといえばなりたい 絶対になりたい

　あなたが抱いていた大学生活について、

① - ② - ③ - ④

イメージ通りではない イメージ通り

-

どちらかといえば
イメージ通り

どちらかといえば
イメージ通りではない

センター試験前 センター試験後

　浪人や留年の経験は、

-

あり なし
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図 1 SOC 得点と体力得点 

 

2. 男女別の SOC 得点と体力得点の関連 

「SOC 得点」と「体力得点」について，性別をグ

ループ化変数とした t 検定を行ったところ，「体力得

点」に有意な差がみられた（表 1，p<.05）。そのた

め，「SOC 得点」と「体力得点」の相関分析を性別

ごとに行ったところ（図 2，図 3），男性について有

意な正の相関がみられた（r=.31，p<.05）。女性につ

いては有意な関連はみられなかった。 

 

図 2 男性の SOC 得点と体力得点 

 

 
図 3 女性の SOC 得点と体力得点 

 

3. 各変数の関連 

（1）Peason の相関係数と spearman の順位相関係数 

各変数がどのように関連しているかを検討するた

め，peason の相関係数及び spearman の順位相関

係数による分析を行った。その結果，有意な相関が

みられた変数を図 4，図 5 に示す。図中の数字は相

関係数を表す。「SOC 得点」と関連がみられた変数

は，男性は「体力得点」，高校生時の「分かり合える

友人の数」及び「いじめ」であった。女性は「大学

生活のギャップ」，高校生時の「友人関係」及び「分

かり合える友人の数」であった。 

 

 
図 4 男性の SOC 得点に関連する各変数の相関関係 

 

 

図 5 女性の SOC 得点に関連する各変数の相関関係 

 

（2）偏相関分析 

peason の相関係数，spearman の相関係数による

検討の後，複数の相関がみられた変数に対して，疑

似相関を排除するために偏相関分析による検討を

行った。その結果を図 6，図 7 に示す。 

男性は「運動習慣」を統制変数としたところ「体

力得点」と「運動部活動への所属」，「体力得点」と

「部活動への態度」に有意な関連がみられなくなっ

た。「いじめ」を統制変数としたところ，「友人関係」

と「浪人経験」に有意な関連がみられなくなった。

「体力得点」と「運動習慣」の関連について，「部活
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動への参加態度」または「運動部活動への所属」を

統制変数とすると有意な関連がみられなくなった。

「運動習慣」または「運動部活動への所属」を統制

変数としたところ，「運動習慣」及び「運動部活動へ

の所属」と「作文など」の有意な関連がみられなく

なった。 

男性は「SOC 得点」と「体力得点」，高校生時の

「分かり合える友人の数」，「いじめ」が関連するこ

とが示された。「スポーツの得手不得手」は「運動部

活動への所属」，「運動習慣」，高校生時の「部活動の

参加態度」に関わらず「体力得点」と関連すること

が示された。また，「部活動の参加態度」が大学生時

の「教員志望度」と関連することが示された。 

女性は「SOC 得点」を統制変数としたところ「友

人関係」と「分かり合える友人の数」に有意な関連

がみられなくなった。 

女性は「SOC 得点」と「大学生活のギャップ」，

高校生時の「分かり合える友人の数」および「友人

関係」が関連していた。 

 
図 6 男性の偏相関分析 

 

 

図 7 女性の偏相関分析 

 

（3）共分散構造分析によるモデリング 

偏相関分析によって得られたモデルから，パス解

析により最も当てはまりの良いモデルを検討した。

その結果を図 8，図 9 に示す。モデルの適合度は男

性（X2=.67 GFI=.99 RMSEA=.00），女性（X2=.29 

GFI=.99 RMSEA=.04）であり，十分適合していた。 

男性は「体力得点」と「分かり合える友人の数」

が「SOC 得点」に正の影響を与えていた。「スポー

ツの得手不得手」が「体力得点」に正の影響を与え

ていた。女性は「大学生活のギャップ」及び「友人

関係」が「SOC 得点」に正の影響を与えていた。 

 

図 8 男性のパス図 

 

 
図 9 女性のパス図 

Ⅳ 考察 

1. SOC 得点と体力得点の関連 

SOC 得点と体力得点について，peason の相関係

数により分析したところ有意な正の相関がみられた。

しかし，相関係数が小さいため，体力得点が SOC 得

点に与える影響は少ないと考えられる。 

 

2. 性別ごとの SOC 得点と体力得点の関連 

性別ごとに SOC 得点と体力得点の関連を検討し

た結果，男性について有意な正の相関がみられたが，

女性は有意な関連がみられなかった。これは，男性

は体力が高い者ほど SOC が高いことを示している。

また，性別により SOC を形成する要因が異なる可

能性を示唆している。しかし，体力が高いことが

SOC に影響しているのか，または SOC が高いこと

が体力に影響を与えているかは不明である。つまり，

体力を獲得することが SOC を形成するのか，体力
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を獲得する場面において SOC を形成しているのか

は不明であるため，さらなる検討が必要であろう。 

 

3. 偏相関分析 

偏相関分析により各変数の関連を検討したところ，

男性の「SOC 得点」は「体力得点」，高校生時の「分

かり合える友人の数」が関連していることが示され

た。「SOC 得点と分かり合える友人の数」に直接の

関連がみられることは，SOC が高値で維持されてい

る要因を報告した先行研究（戸ヶ里ら，2009）や広

い主観的サポートネットワークが SOC 得点を高め

るとした先行研究（木村ら，2001）を支持するもの

と考えられる。しかし，先行研究において SOC を高

値で維持する要因と報告された「成績」，「スポーツ

が得意なこと」，「友人関係をうまくやれること」に

ついては，「SOC 得点」と直接の関連はみられなかっ

た。「体力得点」や「分かり合える友人の数」を介す

ることで「SOC 得点」と関連している可能性が示唆

された。そのため，SOC を高値で維持する要因につ

いてはさらなる検討が必要であると考えられる。ま

た，「SOC 得点」と「体力得点」に関連がみられる

ことから，男性は体力を得ることで，自分には直面

した刺激を処理できる能力があり，刺激に対処する

ことは心身を投入する価値があると感じる度合いが

大きくなると考えられる。「体力得点」に関連する要

因は，「スポーツの得手不得手」が正の関連を示して

いた。これは，スポーツが得意であるほど「体力得

点」が高いことを示している。また，「スポーツの得

手不得手」と「成績」に正の関連がみられた。体力

が高い者が学力も高い傾向にあることが報告されて

いる（牛島ら，2016）ことから「成績」が「スポー

ツの得手不得手」を介して「体力得点」に影響を与

えている可能性が示唆された。「部活への参加態度」

または「運動部活動への所属」を統制することで「体

力得点」と「運動習慣」に有意な関連がみられなく

なった。先行研究では運動習慣と SOC に関連があ

るとされているが，本研究では支持しない結果と

なった。これは，本研究が先行研究よりも比較的に

若い大学１年生を対象としたことが原因であると考

えられる。年代ごとに運動習慣と SOC の関連が異

なる可能性が考えられることから，多様な年齢層で

の検討をしていく必要がある。 

女性の SOC 得点は「大学生活のギャップ」，高校

生時の「友人関係」及び「分かり合える友人の数」

が関連していることが示された。関連がみられた項

目については，先行研究を支持する結果となった。

女性は男性には直接の関連がみられなかった高校生

時の友人関係が SOC 得点と直接関連していた。女

性は多くのサポートネットワークを得ていることで

男性と同レベルの SOC を維持している可能性があ

るとした先行研究（木村ら，2001）がみられること

から，女性は男性に比べて人間関係から得る SOC が

大きいものと考えられる。「大学生活のギャップ」と

「SOC 得点」に直接の関連が見られたことから，女

性は充実した日々を送ることで SOC を獲得してい

ると考えられる。しかし，詳細に関しては本研究か

らは明らかにならず，今後さらなる検討が望まれた。

先行研究において SOC を高める要因とされた「成

績」，「スポーツが得意なこと」，「芸術面が得意なこ

と」に有意な関連がみられなかった。これは，本研

究の対象が大学１年生であり，直前に行われた大学

入試においてある程度似た学力を持つ集団であるこ

とが原因として考えられる。そのため，一部の大学

だけでなく，広い範囲での調査が望まれた。男性と

女性を比較すると，SOC 得点に関連する要因に違い

がみられた。このことから，性別により SOC を形成

する要因が異なる可能性が示唆された。 

 

4. 共分散構造分析 

共分散構造分析により各変数の因果関係を検討し

た結果，男性は「体力得点」及び高校生時の「分か

り合える友人の数」が「SOC 得点」に正の影響を与

えていた。これは，「分かり合える友人の数」が SOC

を高く保持する要因とした先行研究（戸ヶ里ら，

2009）を支持していた。SOC の形成については，個

人がストレッサーに晒された際に，汎抵抗資源を用

いて乗り越えていくことにより，良好な人生経験が

提供され，この経験が SOC の強弱を作るとされて

いる。つまり，分かり合える友人が多いことは，ス

トレッサーに晒された際にサポートネットワークが

広いことに繋がるため，SOC に影響があるものと考

えられる。「体力得点」が「SOC 得点」に影響を与

えることは男性にのみみられた。これは，男性が体

力から SOC の形成要因を見出しているということ

である。このことから，男性の SOC を高める介入

は，体力を上げながら親しい友人が作れるような介

入が望ましいと考えられる。しかし，SOC を高める

介入方法を含めて，「体力得点」と「分かり合える友
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人の数」に影響を与える要因について本研究では明

らかにならなかったため，今後さらなる検討が望ま

れる。 

高校生時の「スポーツの得手不得手」は「体力得

点」に正の影響を与えていた。このことから「スポー

ツの得手不得手」は SOC に「体力得点」を介して間

接的に影響していると考えられる。スポーツが得意

な子どもほど学校における友人関係が良好であると

した報告（津野ら，2006）もみられることから，「ス

ポーツの得手不得手」は「友人関係」及び「分かり

合える友人の数」に影響を与えると考えられたが，

本研究の結果は先行研究を支持しないものとなった。 

女性の SOC に影響を与える要因は，「大学生活の

ギャップ」及び高校生時の「友人関係」であった。

これは「友人関係」が良好なことが SOC を高く保持

する要因としている先行研究（戸ヶ里ら，2009）を

支持するものとなった。また，「分かり合える友人の

数」は「SOC 得点」に影響していなかった。これは，

社会関係を結ぶ場を持つか否かが SOC に影響せず，

困ったときには支えてもらえると感じられる相手を

持っていることが SOC を高めると報告した先行研

究（木村ら，2001）を支持すると考えられる。男性

と比較すると，男性には「友人関係」と「SOC 得点」

の関連がみられないことから，女性のほうが困った

ときに助けてくれる存在が SOC に与える影響が強

いと考えられる。女性の SOC を高める介入として

は，良好な友人関係を築くことができ，充実した日々

を送れるような介入が望ましいと考えられる。しか

し，「大学生活のギャップ」及び高校生時の「友人関

係」に影響を与える要因については本研究では明ら

かにならなかったため，今後さらなる検討が望まれ

る。 

Ⅴ 結論 

本研究は SOC が形成される時期にある大学生を

対象に SOC と現在の体力の関連及び SOC の形成に

間接的に影響を与える要因を検討した。その結果，

男性について SOC と現在の体力に関連があること

が示された。女性については有意な関連はみられな

かった。 

SOC に影響を与える要因として，男性は体力及び

分かり合える友人の数が関連していることが示され

た。女性は友人関係及び大学生活のギャップが関連

していることが示された。男性の体力に影響を与え

る要因は，高校生時にスポーツが得意だったこと及

び部活動に積極的に参加していたことが関連してい

た。分かり合える友人の数に影響を与える要因は，

本研究では明らかにすることができなかった。女性

の大学生活のギャップに影響を与える要因は，運動

部活動に所属することが関連していた。 友人関係に

影響を与える要因は本研究では明らかにすることが

できなかった。SOC に影響を与える要因が性別によ

り異なったことから，SOC の形成要因も性別により

異なる可能性が示唆された。 
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